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き出されている。すなわち、インフレ率が高くなると実質預金金利が下がるという Romer (1985) の結果は robust で
はない。また Weiss (1980) や Drazen (1981) らの結果に反し、世代重複モデルにおいても、生産を明示的に考慮す
れば、トービン効果は必ずしも成立しないことが示されている。
最後に、第 4 章では、通貨危機(それも銀行危機が同時に進行する「双子危機J) が分析されている。通貨危機に関
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する先行研究では、銀行部門が明示的に考慮されていないことが多いが、本章では、近代銀行理論にける Jacklin­




















あることを示唆している。ただし、ここでベースとなっている Jacklin -Bha ttacharya (1988) の研究以後、銀行理論
においては新しいモデルが多く提唱されており、そうした新しい理論的進展への言及は十分だ、と言えない。本章の分
析結果をより広く公表するためには、モデルをさらに改善する必要があろう。
このようにいくつかの改善点はあるが、全体として、本論文は、制度論的あるいはアドホックな分析になりがちな
従来の開発経済研究に高度な分析手法を導入し、現実の認識に則しつつも、新しい辺境を開拓するものであり、特に
二重為替制度、インフレ税、通貨危機に関しては、従来の定説を覆す結果、あるいは従来の定説に新しい視点、を与え
る結果を導き出している。これらは開発経済のマクロ問題に関する文献に対する意義ある貢献であり、この意味で、
本論文は博士(経済学)に十分に値するものと判断する。
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